
令和７年４月１日改正 

さいたま市老人クラブ結成要領 
 
【結成条件】 

奉仕・健康・友愛を基本として活動する団体であること 
単独で事業運営・金銭管理できる団体であること 
会則を制定し、会長他役員が選定済みであること 
会員は、限定区域（例えば自治会単位等）に居住する者であること 
会員の年齢は、５５歳以上であること 
会員数は、５０人以上であること（ただし、例外として地域の事情により毎年３０

人以上確保できれば認める場合もある） 
【届出】 
老人クラブ設立届出書兼入会申請書に会則、役員・会員名簿を添付し、さいたま

市老人クラブ連合会長へ届け出る。 
この届出が受理された場合、会長が居住する区の各区老人クラブ連合会へ自動加

入するものとする。 
【会議等】 

  単位クラブの会長は、毎年度当初に各区老人クラブ連合会の行う定期総会に出席

し、その他さいたま市老人クラブ連合会、各区老人クラブ連合会・各地区での催事

に積極的に参加・協力する。 
【補助金申請】 
さいたま市老人クラブ連合会への届出が受理されたのち、老人クラブ補助金交付

申請書に、当該年度の事業計画書、予算書（収入・支出）、役員名簿、会員名簿、請

求書を添付し会長の居住する区役所高齢介護課へ申請する。 
【補助金額】 

    構成会員数により、下記の補助金（年額）を交付する。 
    (1) 会員数 20 人以上 30 人未満 25,000 円 
               （過去に会員数 30 人以上として補助金の交付を受けた単位クラブに限る。） 
    (2)   〃 30 人以上 45 人未満 40,000 円 
    (3)   〃 45 人以上 100 人未満 60,000 円に 45 人を超える人数が 15 人 
                                            増すごとに 2,000円を加算した額 
    (4)   〃 100 人以上 67,000 円に 100 人を超える人数が 25 人 
                                            増すごとに 3,000円を加算した額 
  【分担金（会費）】 
  さいたま市老人クラブ連合会に対し、年間１０，２００円（月額８５０円）を分

担金として納入する。ただし、会員数４９名以下のクラブについては、年間９，６

００円（月額８００円）を負担金として納入する。 
  年途中の入会の場合、月割りの金額を納入する。 


